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1. はじめに

気象学会春季・秋季大会の予稿集原稿の執筆に際し，特にご配慮頂きたい要点をお知らせ致します．より詳しくは大会告示に掲載されている「III. 大会予稿原稿作成要領」をご覧下さい．このファイルは推奨テンプレートであり、MS Wordで原稿を作成する場合の雛形としてもお使い頂けます．

2. 原稿の様式

A4用紙を使用し，余白は左右20mm以上，上20mm，下27mm以上32mm以下として下さい．著者が複数の場合には講演者の左肩に＊を上付きでつけて下さい．講演題目から本文までの間隔は20～25mmとして下さい．また，原稿の１ページは22字×44行，本文は原則として2段組（左半分→右半分）にして下さい．講演題目，著者名・所属，本文のフォントサイズはそれぞれ16pt，11pt，10ptを推奨します．

3. 図表

図表の番号は「第１図」「第２表」，「図１」「表２」，「Fig. 1」「Table 2」を推奨します．図の説明文は各図の下部，表の説明文は各表の上部への記載を推奨します．

4. 参考文献

文中で参考文献を引用する際には，「…解析の結果[1]は…」や「…は調査され[2]」のように記載することを推奨します．参考文献リストは、必要に応じて本文の後に和文・欧文の区別なく登場順に並べ，リストは通し番号，主著者，出版年, 雑誌名，巻号とページの順での記載を推奨します．もしくは，「主著者（出版年）」や「主著者（出版年, 雑誌名）」等でも問題ありません．Webページの引用はページタイトル，アドレス，閲覧日のみの記載を推奨します．記載例は右段下部の参考文献の項目をご参照下さい．

5. キャリアエクスプローラーロゴ

キャリアエクスプローラーロゴを利用される場合は，講演題目の左側に余白にはみ出さないように適度な大きさで挿入してください．キャリアエクスプローラーロゴ以外のロゴや画像の挿入は行わないで下さい．
6. 提出時の注意事項

階調のある写真や図は，明瞭度が落ちる場合がありますので作成時にはご注意ください．特に，カラーの写真や図は明瞭度が極端に落ちる場合がありますので，予めご承知おき下さい．

ファイル形式はPDFとし，ファイル容量は１MBを上限として下さい．PDFが２ページ以上（２ページ目に空白ページのみがある場合も含む）となるファイルは受け付けられないため，必ず１ページで原稿を作成して下さい．また，フォントを埋め込んだPDFの作成を推奨します．
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図１　図サンプル．
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